
､ましカミき

このテキストは，すべての受講生が使えるように，標準問題を中心に，基本

問題から，ややハイレベルの問題まで含まれている。

「基礎解析」のすべての単元が学習できるように，三角関数からスタートし

て，指数・対数関数，数列，微分，積分の問題が網羅されているが， どの単元

についても実力が養成できるように，それぞれの項目についての典型問題ばか

りである。

このテキストを編集するのに際し， もっとも苦心したのは各単元のバランス

についてである。数列，微分，積分の問題を多くしたのは， この単元からの入

試の出題率が高いことを考慮したからである。また，指数・対数関数の問題を

少なくしたのはハイレベルの問題の出題が極めて少ないことからである。

数学の実力をつけるには予習することがベストである。よく予習をして講義

に臨んでもらいたい。解ける問題は少ないかも知れないが，問題にアタックす

る態度が，キミの学力アップにもっとも役立つことを理解することが大切であ

る。

大学入試では， “夏を制する者が受験を制する”と， よくいわれているが，

この5日間の講義が，明春の勝利の栄冠の礎になれば，わたくしにとってこの

上もない喜びである。受講生の成功を祈ってペンをおくとしよう。
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申

第1章3角関数・指数・対数関数

重要事項のまとめ

1. 3角比の相互関係

sine /,
(1) tane==== ;､(2)' sin28+cos28=1

cose ～／

2．正弦定理・余弦定理

正弦定理

三角形ABCの外接円の半径

をRとすると 今灸ﾐ釜鱗
〔二2ﾛﾀﾊ＆C

a 6 C

------＝一一一一＝－－－－=2R

sinA sinB sinC

余弦定理

@2=62+C2-26CCOSA

62+c2－a2
（箒|無cosA=

26c
(箒|認旋

｜
岬

ｌ
－
－
Ｃ

８
２

Ⅱａｔ＋１１咽
、

鋤ひ二必α,JC､ rC@奪

3． 3角形の面積

（1） 2辺とその間の角が与えられたときの面積Sは

S=上6CsinA=上CasinB=上a6sinC
2 2 2

（2） 3辺が与えられたときの面積Sは

l

ただしs=-(@+6+c)
2

s(s-a)(s-6)(s-c)S=

gfA=麦パ罰房二〃,-c)これをヘロンの公式という。

4．加法定理

sin(α±β)=sinqcosβ±coscMsin8(複号同順）

cos(α±β)=coscMcosβ千sincIsinB(複号同順）

tanα±tanB

tan(α±β)=｣¥tan"taiβ (複号同順）
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z壷娘①菱倉甚逼3傾きの盾憩の式
’
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5． 2倍角の公式

sin2cM=2sinqcoscI

cos2q=cos2a－sin2q=1-2sin2q=2cos2a－l

2tanq
tan2a=

1-tan2q

'16．半角の公式

sin22=1-"s" , COS2Z=1+"Sq==r~- ' cos2==-f-, {an'

7． 3倍角の公式 7”"‐

sin3q=3sina－4sin3(M, cos3q=4cos3c

8．積を和・差に変形する公式

sin｡c｡s8-:{sin(@+6)+s!n("-6)'

“Ⅷ､β-f{sin("+6)-sin("-6)'

co"'=f{｡｡､9)J-6)'

“Ⅷ'6--:{",("+@)-"s(｡-6)'
9．和・差を積に変形する公式

A+B A-B
sinA+sinB=2sin=~~=cos=-=

2 2

A+B A-B
sinA-sing=2cos==~=sin=-=

2 2

A+B A-B
cosA+cosB=2cos-~~=cos=-=

2 2

A+B A-B
cosA-cosB=-2sin=~=sin=

2 2

tan22

cos3q=4cos3a

1-COScM
=

2 l+COSq

>c)刷り公式！
－3cosq

’
| ’

’

’

’

’
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asin9+6coseの変形(3角関数の合成)-

asine+6cose

ilO.
、 －－

‐"干扉(ﾏ云会声,m‘+志辛示"｡，
＝へ/万2+62(COSCMSine+SinqCOS9)

＝、/扉~¥~5~Zsin(e+cM)

ただし, a雇一嘉乏値
＠ 6

）

へ/五_す千=F, slnq=
COSα＝

、/J~I-千~5~I

をみたす角である。
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ケ
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'(a-rﾝ( ）蝋☆※朧,｡)= ト
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重要事項のまとめ

1．指数法則

、， 6が正の数で， 廓， 〃が有理数のとき

l a"

@0=l a-"=- @wfa"=@鞠.初 一==@"f-"
an α刀

（芸)｡=芸(@")"==@"" (a6)"=@"6"

2．指数関数のグラフと指数の大小・相等関係

指数関数y=@z(@>0, @=1)は

0＜α＜1のとき減少関数

@>1のとき増加関数

であり， ＠基＞0．

(会)“また, y=α異のグラフとy= のグラフはy軸に関して対称であ

、
、

一
一
ン

土
二
、
、

上
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ご

階
＃
肋
ｆ

‐
一
一
く
く

０
ｓ
ａ
ｓ

ン
く

、
《
Ｕ

る
伽
②

@>1のとき

S<fご@3<af

3．指数方程式の解法

（1）底をそろえてa! (x)=gg (x) (@>0, @キ1)の形に導いて，

/(x)=g(列)を解く。

(2) @"=X(X>0)とおいて,Xの方程式を解く。

4．指数不等式の解法

（1） αエ=X(X>0)とおいて,Xの不等式を解く○

（2） 、異＞6の形なら，両辺の対数をとる○

5．対数の性質

α＞0， ，キ1,">0, N>0のとき

方程式

へ
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－

loga l=0, logga=1

である。また

m

logaMﾉV=logα〃+logαⅣ, logα万=loga"-loggN

logaⅣ癖="tlogoN

⑥底の変換公式

log．6=lZg－全-(ただし, @, Cは,でない正数, 6は正数）
loge@

7・対数関数のグラフと対数の大小･相等関係

対数関数y=log･ズは，指数関数y=@エの逆関数であり

0<a<1のとき減少関数

a>1のとき増加関数

(1) a>0, a#lのとき

"=N>0alogα"=logαⅣ

(2) 0<a<1のとき

0<"<Nalogα">logαⅣ

（3） 、＞1のとき

0<肘くⅣごlogα"<logαⅣ

8．対数方程式の解法

(1) log@/(X)=logcg(X)の形を導いて，方程式/(x)=9(x)を解

く。

(2) logαズ=6の形を導いて， これからズ=@bを解く。

(3) logαX=Xとおいて, Xの方程式を解く。

（4） (1)， (2)， (3)で求めた刀の値のうち，真数を正とするものを解とする。

9．対数不等式の解法

底をそろえて

(1) loga/(ズ)>logog(X)の形を導いて

0<a<1のときf(x)<g(x)

α＞1のとき／（ズ)>g(ズ）

を解く。

(2) loggX=Xとおいて,Xの方程式を解く。

（3）真数が正だから， ブ(x)>0, 9(x)>0をみたすことの検討が必要。
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【l】次の問いに答えよ。

(1) 0≦e≦苦のとき6sine+2cos28の最大値は仁二ｺであり,そ
のときtane=[二二コである。また，最小値は[二二コである。

(2) 関数/(8)=aCOS28+(α－6)SineCOS8+6Sin29の最大値が

3＋へ/77，最小値が3－へ/〒となるように、’ 6の値を定めよ。

5
sin-8

【2】関数八')一昔十
2

8 （0＜9＜汀）について次の問いに答えよ。
2sin-

2

(1) /(9)をCOSeの多項式で表せ。

（2） 曲線y=@cOSe+αが曲線y=/(8)と少なくとも1点で交わるよ

うな実数、の範囲を求めよ。

－9－



図のようにどAOB=eとして【3】図はl辺の長さが、の正十角形である。

(1) sin29とsin38の関係を式で表せ。

(2) sin38をsineで表せ。

(3) cos8の値を求めよ。

(4)AAOBの面積を求めよ。

【4】@=1, 6=1をそれぞれ正の定数とし，

/(x)=x21ogc6+xlogba+2

とおく。次の問いに答えよ。

(1)すべての実数ズに対して, /(x)>0が成り立つための@, 6の関

係式を求めよ。

(2) 、を横座標， 6をたて座標にとった平面上に， (1)の関係式をみたす

（、’ 6）の範囲を図示せよ。

－10－



第2章数列

重要事項のまとめ

l.等差数列

初項が、，公差がαである等差数列の第〃項を＠月 ，初項から第刀項ま4で

の和をS〃とすれば

（1） α〃=a+(〃－1)"

(2} S"-¥('+.")==|(2｡+("-｣)ci)
2．等比数列

初項が、，公比がγである等比数列の第〃項をα〃 ，初項から第刀項まで

の和をS〃とすれば

(1) a"=@γ月－1

（2） γ当F1のとき s,,="－γ〃) @(rn－l)
l－r γ－1

r=1のとき S"="@

3．基本的な数列の和

｜

｜
’

’

E=1+2+3+……＋〃＝一九("+1)
2

月
Ｚ
閏

〃 l

Zた2=12+22+32+……+"2==一〃("+1)(2"+1)
ん＝1 6

2

{去凡("+!） ｝
月

逗陶3＝13＋23＋33＋……十九3＝
ん＝1

‐
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．
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０
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追
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．
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０
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ｌ
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ｌ
１
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
１

4．階差数列

数列｛、〃｝の階差数列を
同一1

，月＝、！＋z6力
々＝1

{6〃｝ とおくと

（刀≧2),6"=ah+!-a"

5．漸化式

（1） ＠"+』＝＠月＋／（〃）（〃＝1， 2……）のタイプ
月－1 〃－1

，月＝＠!＋璽（、"+1－＠ん）＝＠!＋逗〆（ん） （〃≧2）
だ＝1 々＝1

(2) @"+,=/(")@"("=1, 2……）のタイプ

〃＝1， 2， 3，……， 刀－1とおいて得られる式を辺々かける。

-11-



(3) α"+1=p@"+9("=1, 2,……， ，弩0, 1, 9~O)のタイプ

α＝βα＋’をみたすαによって

、"+1－α=p(@周一α) ("=1, 2, 3,……）

と変形すれば，数列｛α〃－α｝は公比がβの等比数列をなす。

pα〃＋〃
(4) ＠月+,＝ ("=1, 2,……）のタイプ

γ＠月+S

px+9
分数方程式x＝ が

rX+S

(ア）異なる2つの実数解α， βをもつとき

、〃一a

6〃＝ とおくと，数列｛6〃｝は等比数列をなし， これから，
α〃－β

数列｛a風｝の一般項は求められる。

(イ）重解αをもっとき

’

C"=: とおくと，数列{c"}は等差数列をなし， これから，
、同一α

数列｛、〃｝の一般項は求められる。

(5) a"+2=pa"+!+9@" ("=1, 2,……, p9=0)のタイプ

（ア)p+9=1のとき

、"+2－，"+1＝－9（α"+!-@")("=1, 2,……）

から，数列{@"+,-@"}は公比が－9の等比数列で, (1)の型を導く。

（イ)'+"=1のとき

2次方程式Z2－pズー〃＝0の2つの実数解をα， βとする。

α＝βならば

、"+2－α、"+1＝β（、"+1－α、〃） ，

、"+2－β、周十,＝a（、"+】－βα〃）

と変形して等比数列の問題として扱う。

また， α＝βならば

、"+‘一α、〃＝(a2－aa】）α"+【

となり，両辺をα"+！で割る。

I

-12-



6．数学的帰納法

自然数刀についてのある命題Aについて

(I)"=1のときAが成り立つ。

（Ⅱ）〃＝た（≧1）のときその命題が成り立つと仮定すると， 〃="+1

のときも成り立つ。

(I) , (H)が示されたとき，命題Aはすべての自然数〃について成り立

~つo

30邉加．

|｡2+Z､夛斗ヲゞ千十z仏夛斗ｦイ十
×

一ﾄ入(入寸')二差-久/M- ')"L+zノ

曜蝿蝿憧珊蝋臨動き'蝋4脚蝋云郵'；剛乳“ノ

f〃
ト〆

’
し

ワ (久≧z）α入三≦ﾊｰｰﾀ久一’
’
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●

q

【5】次の問いに答えよ。

(i) c#=132, a7=33である等差数列｛α〃 ｝に対し，数列{6a )を

6"､Q2同一α〃)2 (/Z=1, 2, 3…）で定める。このとき, 6!

＋62＋…＋6月を几の式で表せ。

（2）数列｛α〃 ｝をa,=l+(-3)+1, az=1+(-3)+32+(-3)

+1 , a3=1+(-3)+32+(－3)3+32+(－3)+1, ･･･

と定める。

9月を几を用いて表せ。また．初めて103より大きい値となるのは第

何項目か。

●

【6】次の問いに答えよ。

（1）初項から第几項までの和が几（刀2-1)となる数列の第凡項は

a風＝仁二コ×（几2－几） ， α鳳+1-9"=仁二コ×刀

(2)正の整数腿に対し伽)-去忽"-告とする｡蝿が‘から脈まで変
わるとき， ／(几）が整数となるような／(凡）の総和を求めよ。ただ

し， 廓は正の整数とする。

-14-



ー

【7】相異なる数からなる数列α、 6， α2， α6， 62， α3， α26， α62，

63， ……について

(1) g2065は第何項か。

(2) αキ1 , 6キlのとき初項から第135項までの和を求めよ。

I

ｌ

ｌ

【8】すべての自然数几についての次の不等式を証明せよ。

（1） 3〃＞几2

log,03
几("+1)->log!0(1 ． 2 ． 3……刀）

4

(2)

〆

－15－
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１
１

錘
マ

■

8 a t召

【9】aI=a, ah+!+6ch=1 , h=1, 2……によって決められる数列

について次の問いに答えよ。

(1)第胞項を求めよ。
〃

(2) Z＠Aを求めよ。
A＝I

‐

【10】数列｛α〃 ｝の初項から第凡項までの和S〃が

l l

S,n=9－－α〃一一("=1, 2, 3……）
2 3月－2

で表されている。

（1） ＠月+！ とα〃の問に成り立つ関係式を求めよ。

（2） anを刀の式で表せ。

Ⅱ
■
■
Ｉ
１
ｊ
ｌ
０
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
‐
Ｉ
↓
ト
ー
１
１
１
■
１
■
１
０
６
１
■
１
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
９
０
■
８
０
■
１
Ⅱ
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● 。 ■D P g● ｡

【ll】aI=0,a2=1, α"+,-2α同十α厨_!+3=0("=2, 3…）で定

義される数列の一般項α〃を求めよ。

【12] 3文字α, 6, cを横に刀個書き並べたものを長さ〃の単語とよぶこと

にする。ただし, "=1, 2, 3……。

たとえば, a66a, 6aca, caa6はどれも長さ4の異なる単語

である。

(1)長さl, 2および3の単語をそれぞれ列挙せよ。

（2）長さ几の単語のうち， 、を奇数個含むものの数をx〃で，残りのもの

の数をy〃で表す。このとき，次の等式が成り立つことを説明せよ。

x月+,=2X月+y"

(3) x同を求めよ。

-17－
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第3章微分法

重要事項のまとめ

1．関数の極限

lim/(x)=q, limg(x)=6(a, βは有限な値）ならば

(1) lim {/(列)±g(工)}=α±β（複号同順）

(2) limc/(x)=c(M (cは定数）

'3' 1m加)'(昨αβ “川器=音(州）
が成り立つ。また

｜加器=γ (有限な値川加州-,ならば!加州,-,
2．微分係数・導関数

関数y=/(x)のX=Xlにおける微分係数/' (x!)は

”， ， 、 ． ‐ ／（刀！＋力）－／(災[）
/′ （ ズ!)＝A1

で得られたが， これはX｣の関数である。この』

を／(x）の導関数という。したがって

／' (難)=lj1工L王土皇1壼也Z
y=c (定数）→y' ==0

y=X河 （〃は正の整数）→y′＝〃ズ"-

3．曲線の接線

曲線y=/(x)上の点P(x!, /(x!))で

（1）接線の傾き tancM=/' (ズ）

（2）接線の方程式

y-/(x,)=／′ （ズ,)(x-x!)

4．曲線の法線

曲線y=/(x)上の点P(x!, f(ズ,))に

おける接線にPで直交する直線を点Pにおけるこ

曲線の法線という。

点Pにおける法線の方程式は

ズーズ,+/' (x!) {y-/(x!)}='

この瓦

＝〃ズ〃－

=0

!をxとおいた／′ (ズ）

I

1
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5．導関数と関数の増減

関数／(ズ）の導関数／′ （ズ）がZのある区間で

／′ （ズ）＞0ならば／(ズ）は単調に増加する。

／′ （え）＜0ならば／(災）は単調に減少する。

6．整関数の極大値・極小値とその判定

関数／(x)において， ズが増加しながら、を通り過ぎるとき， ／′ （ズ）

の符号が正から負に変われば， ／(Z)はズー、で極大になるといい, f(a)

を極大値という。

／′ （x）の符号が負から正にかわれば， ／(列)はX==＠で極小となる

といい， ／（α）を極小値という。

7．最大値・最小値

整関数/(x)が閉区間[@, 6]で与え

られているとき， この区間において

(1)極大値があるときは，極大値と〆(、)，

／（6）の値のうち， いちばん大きい値が最

大値であり，極大値がないときは， ／（α)，

メ（6）の値のうち大きい値が最大値である。

(2)極小値があるときは，極小値と／（、)，（2）極小値があるときは，極小値と／(、)，

5ﾄ÷-竺竺里当

／（6）の値のうち，いちばん小さい値が最

小値であり，極小値がないときは， ア(α),／（6）の値のうち小さい値

が最小値である。

8．方程式の応用

高次方程式／(え)＝0の実数解の個数や，実数解をもつための条件を求

めるときはy=/(x)のグラフを利用する。

／(ズ)＝0の実数解の個数

=y=/(x)のグラフとズ軸との共有点の個数

とくに， 3次方程式／(Z)＝0が実数解をもつための条件について

（ア）異なる3つの実数解をもつとき, /(x)は異符号の極値をもつ。

（イ） 1つだけ実数解をもつとき， ／(刀)は極値をもたないか， または，

同符号の極値をもつ。
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9．不等式への応用

ある区間で，不等式／(列)≧"(x)がつねに成り立つことを証明する

には， この区間で, F(ズ)=/(x)-9(ズ)が負にならないことを示す。

とくに，区間ズ≧＠でこのことを示すには, F(x)がこの区間で

（ァ）極小値をもつときは, F(a)≧0および（極小値）≧0を示す。

（イ）極小値をもたないで，単調増加のときは, F(a)≧0を示す。

’
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■
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Ｇ
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Ｂ
８
Ｕ
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■
■
ｌ
８
ｒ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
■
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８
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Ｏ
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【13】 2つの関数／(Z)＝3ズ3－5鉦2-3X+8, 9(ズ)=| 3ズ ｜につい

て，各xで/(x)と9(x)の大きな方の値を力（ズ）とおく。このとき，

関数〃（ズ)の極大，極小を与える災の値を求めよ。

l

【14】曲線y==－x3－魚鉦（虎は実数）をCとする。Z座標がa（α寺O)
3

であるC上の点PにおけるCの接線をj, jとCの共有点でPでないもの

をQとする。

(1) Qの座標をαと虎で表せ。

(2) QにおけるCの接線がjと直交するようにαを選ぶことができるため

には， 〃の値はどのような範囲になければならないか。
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【15]", y, zが実数で列＋y＝1， 郭2＋y2＋鯵Z2＝1をみたすとき，

(1) zのとりうる範囲を求めよ。

(2) X3+y3+z3の最大値と最小値を求めよ。

【16】任意のズに対して，不等式COS3X-Sin3X+COSX-Sin"+SinXCOSX
4

≦2がなりたつことを証明せよ。
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第4章積分法

重要事項のまとめ
1．不定積分

少(加〆
ご

－戸(x)=/(x)=F(x)=
αズ

2．不定積分の公式

I"α,一志"、+C("=0, 1, 2,…，（1）

=hl/(1M叩※=‘ /(叩※(偽は定数、（2）

} "x=1/( 11'畑》±州' α"-'(叩"± 9(x)"x(複号同順）（3）

3．定積分

関数/(x)の不定積分の1つをF(x)とするとき

〃α1-[M]:-F(.'-F(.'
4．定積分の公式

㈹ル(叩"-たい…は定数）

"-li(x)"+IIw,1．ルご"-i(川"+言(加〆（2）

'3'かα"-‐かα”
=2I｡/(")1:｡畑)α※-' ・加'α〆（4） ／(X)が偶関数のとき

〃畑"－．／(ズ)が奇関数のとき

－23－
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5．よく用いられる定積分

ル")("-‘)"--告(‘ "〆（1）

ル．'｡(〆-β)α"--金(‘-．)‘（2）

ル｡)｡{"-‘""=主(‘-．〆（3）

6．定積分で表された関数

Iﾝ‘’)α'一州)
α

（1）－
α災

去にﾝ(伽’一八"+‘'一八"+･’

1ﾝ‘‘'ご’-胸とおく。（2）定積分を含む関係式→

〃(‘川αf-y=|/(x) |のグﾗﾌを利用する。（3）

7．面積

（1） 区間［、’ 6］で／(Z)≧oのとき， この区間における曲線y=/(ズ）

とx軸との間の部分の面積Sは

I:Mご〆S=

（2） 区間［、， ‘］で/(x)≧β(x)のとき， この区間における2つの曲線

y=/(x)とy=g(x)の間の部分の面積Sは

1: 'M-,{")' ""S=

8．立体の体積

数直線上の座標がズである点で， この直線に垂直な平面による立体の切り

口の面積がS(ズ）のとき，区間[@, 6]おける立体の体積Vは

v-1%'"
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9．回転体の体積

曲線y=/(x)と2直線x=@, x=6(a<6)および列軸で囲まれ

る図形をx軸のまわりに回転してできる立体の体積vは

I:I:,."-"I: (M' ｡.!"V="

10．位置と道のり

数直線上を運動する動点Pの時刻メにおける速度〃が, fの関数〃＝

/(f)で表されているとき

（1）動点の位置時刻メ=j !, f2 (2 !<22)における動点Pの位置を

IMM"'それぞれズ1, X2とすればえ2-Xl==

（2）道のり 時刻メ=j ,からメ=f2 (2 !<22)までの間に動点Pの

IM |/(2) ldf実際に運動した距離sは S＝＝
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I虜
畠0

” 茅
f包

I'‘加"-告げ(''+'《’))＆【17】すべての3次式/(x)に対して

みたすような, f(x)によらない定数p, 9があることを示し, p, "

を求めよ。

【18】 2つの整式/(x), g(x)の間に

I:,(''.' '-川加(小4X2+4X+1／（x)＋

が成立している｡この/(x), "(x)を求めよ。
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|･’ p p W● の

8

【19】関数y=X3+2Qx2+6x(a, 6は0でない定数）のグラフはX紬

に接しているという。次の間(1), (2)に答えよ。

（1） 6を＠で表せ。

4

このグラフとx軸とで囲まれる部分の面積が－となるようにα’
3

6の(2)

値を定めよ。

【20】 (1) 曲線C: 31y-2X|+2X2=8の概形を書け。

（2） 曲線Cが囲む領域のy≧Oの部分をDとする。Dの面積を求めよ。

（3）領域Dをx軸のまわりにl回転してできる回転体の体積を求めよ。
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